
きもつきのデジタルビジョン
2024-2030

2024.3.21 肝付町デジタルビジョン策定会議



肝付町ではこれまで地域情報化基本計画を定めてその中で取り組む内容と目標を定めていました。

しかしコロナ禍や震災など連続する大きな災害、AIなど急速なデジタル技術の進展、原油高と円安・株価高など

不安定な金融に見られるように、地球規模で社会情勢が短期間に変動する中で、人口が減り続ける町として長

期的な計画を定めて進捗させることは難しい状況です。

このことから「計画」ではなく「ビジョン」として、町のデジタル化に必要な方向性と必要な取り組みを中期的に示し

ながらも、具体的にはその時の社会情勢や町の状況を見ながら　アジャイル的な思考で取り組むこととします。

きもつきのデジタルビジョンとは？

アジャイル的な思考 とは、高い目標を迅速に達成するために、理解、協働、学習、柔軟性の維持を伴う思考プロセスです。
この考え方は、チームが変化と格闘するのではなく変化に適応するために役立ちます。



デジタル・シティズンシップという考え方

デジタル技術の利用を通じて社会に積極的に関与し参加する能力のことを　「デジタル・シティズンシップ」  とい

い、国際的にも民主主義社会を支える重要な概念として認識されつつあります。

これからもっと人が減るまちだからこそ、声の大きい人ばかりではなく、みんなの意見と地域への関わりが必要

です。

きもつきのデジタルビジョンは、この　「デジタル・シティズンシップ」 という概念を基に作成しています。



昭和まで 平成 令和から

ひとは減るけど、技術は進化する

人口も経済も右肩上がりの昭和から、平成を経て令

和の時代になりました。

これまで以上に人が減り高齢化する肝付町において

持続的な地域社会をつくるには、日々進歩するデジタ

ル技術を積極的に暮らしに取り入れながら、時代の

流れとともに「まち」も変化していく必要があります。
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社会的な背景と、まちの状況



デジタル技術を使うことが前提の社会に

人が減って高齢化が進むと、一人ひとりに求められる「まち」の機能としての役割が増えます

負担が増えるのでこれまで暮らしや産業を支えてきた「しくみ」を変えていかなければなりません

これからの「しくみ」にはネットやスマホなどデジタル技術が大きな役割を果たします

デジタル技術は地域の課題や格差を増大させる要因にも解決する強力な道具にもなります

誰もがデジタル技術を地域の道具として正しく積極的に使う「学びの機会」が必要です

「まち」全体でデジタル技術を使って希望を持てる地域社会を築くことがとても重要になります

いまそこにある、まちの課題



ビジョン全体のスローガン

「デジタルの力をポジティブに、

まちをアップデートしよう！」

もっと暮らしやすくするために



もう一度、みんなでデジタルを学ぼう！

実はちゃんと教わったことがないデジタルについて、みんなが学べる場と機会

● 誰もが平等にインターネットにアクセスできる環境を提供する

● 組織や地域の枠を越えて町ぐるみで学び合い、教え合う

● 新しいメディアを通じて身近なまちの情報を伝える・残す

● 新しい技術やサービスを体感して自らの暮らしに還元できる

● 色んな考えや価値観を認めて理解し合うコミュニティが形成される

ちょっとずつ参加してみよう



これまでの「当たり前」を変えよう！

デジタル技術を地域の道具として正しく使って、これか

らの地域を支える３つのしくみをつくる

● まなび（学び方／伝え方）のしくみ

● しごと（働き方／稼ぎ方）のしくみ

● くらし（繋がり方／動き方）のしくみ

小さなことから始めてみよう



まちをアップデートするための取り組みをはじめます

地域のことは地域のひとが変えていくという覚悟で取り組みます

● 産学官民金など多様なステークホルダーと共創する体制をつくります

● 他の地域との広域的な連携についても模索しながら取り組みます

● 年齢や立場を越えてまち全体でデジタル活用の学びの機会をつくります

● 企業や団体が取り組むデジタルを活用した業務効率化や業務の見直しを支援します

● 地域で暮らしながらデジタル技術を活用した柔軟な働き方を増やします

● 地域のデジタルの困り事を地域の人材で解決できるしくみをつくります

地域に関心を持って関わろう
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